
一般会計

国民健康保険特別会計

不破郡介護認定審査会特別会計

介護保険特別会計

不破郡障害者総合支援認定審査会特別会計

後期高齢者医療特別会計

特別会計（計）

水道事業会計

下水道事業会計

企業会計（計）

10,240,000
2,530,000

12,600
3,000,000

1,080
549,000

6,092,680
903,000

1,595,940
2,498,940
18,831,620

△ 3.0
△ 1.6

1.6
4.2
0.0
14.6
2.5
6.7

△ 12.8
△ 6.7
△ 1.8

△ 320,000
△ 40,000

200
120,000

0
70,000
150,200
57,000

△ 235,060
△ 178,060
△ 347,860

令和８年度（千円） 増減額（千円）

10,560,000
2,570,000

12,400
2,880,000

1,080
479,000

5,942,480
846,000

1,831,000
2,677,000
19,179,480

令和７年度（千円） 増減率（％)

各会計の内訳

総額188億3,162万円

特別会計

企業会計 

一般会計

60億9,268万円（前年度比　 2.5％増）

24億9,894万円（前年度比　 6.7％減）

102億4,000万円（前年度比　 3.0％減）

垂井町第６次総合計画（町の将来像）

の実現に向けて

ひととまちが輝く　地域共創都市
　～さらなる　やさしさと活気を求めて～

　
令
和
８
年
度
予
算
が
第
１
回
定
例
町
議
会
で
審

議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比

３
・
０
％
減
の
102
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
安
心
で
安
全
な
町

民
生
活
の
維
持
と
向
上
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
基
礎
自
治
体
の
使
命
を
第
一
と
し

な
が
ら
、
本
町
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

す「
人
口
減
少
」へ
対
応
す
る
た
め
、「
垂
井
町
第

６
次
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、
緊
急
度
や
優
先
度

を
明
確
に
し
た
上
で
、
各
種
事
務
事
業
の
予
算
を

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
新
年
度
で
は
、「
子
育
て
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

た
る
い
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
異

な
る
分
野
の
地
域
資
源
・
人
材
・
技
術
を
掛
け
合

わ
せ
る「
新
結
合
」に
よ
り
新
た
な
価
値
を
生
み
出

し
、
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　「
ひ
と
と
ま
ち
が
輝
く
　
地
域
共
創
都
市
」の
実

現
に
向
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
予
算
が
第
１
回
定
例
町
議
会
で
審

議
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比

7
・
4
％
増
の
105
億
6
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
で
安
心
な
住

民
生
活
の
維
持
と
向
上
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
基
礎
自
治
体
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
を
第
一
と
し
な
が
ら
、
本
町
に
と
っ
て
最
大
の

課
題
で
あ
り
ま
す「
人
口
減
少
」へ
対
応
す
る
た

め
、「
垂
井
町
第
６
次
総
合
計
画
後
期
５
年
計
画
」

に
基
づ
き
、
緊
急
度
や
優
先
度
を
明
確
に
し
た
上

で
、
各
種
事
務
事
業
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
特
に
新
年
度
で
は
、「
子
育
て
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
た
る
い
」を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

防
災
・
減
災
対
策
に
よ
り
、
だ
れ
も
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　「
ひ
と
と
ま
ち
が
輝
く
　
地
域
共
創
都
市
」の
実

現
に
向
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
8
年
度

予

算
会計区分

令和８年度予算

歳入
令和８年度 令和７年度 構成割合

令和８年度 令和７年度
対前年度比較

増減額

(単位：千円．％）

(単位：千円．％）

増減率

１ 町税
２ 地方譲与税
３ 利子割交付金
４ 配当割交付金
５ 株式等譲渡所得割交付金
６ 法人事業税交付金
７ 地方消費税交付金
８ 環境性能割交付金
９ 地方特例交付金
10 地方交付税
11 交通安全対策特別交付金
12 分担金及び負担金
13 使用料及び手数料
14 国庫支出金
15 県支出金
16 財産収入
17 寄附金
18 繰入金
19 繰越金
20 諸収入
21 町債

3,826,170
94,508
3,200
27,000
30,000
55,000
655,000
1,000
45,200

1,850,000
1,800
38,383
204,125

1,216,317
788,611
14,312
106,613
520,002
200,000
312,759
250,000

10,240,000

3,722,107
98,076
2,000
21,000
22,000
51,000
650,000
12,000
39,000

1,800,000
2,100
28,069
207,239

1,545,801
768,112
5,651

257,641
520,002
200,000
108,202
500,000

10,560,000

37.4
0.9
0.0
0.3
0.3
0.5
6.4
0.0
0.4
18.1
0.0
0.4
2.0
11.9
7.7
0.1
1.0
5.1
2.0
3.1
2.4

100.0

35.2
0.9
0.0
0.2
0.2
0.5
6.2
0.1
0.4
17.1
0.0
0.3
2.0
14.6
7.3
0.1
2.4
4.9
1.9
1.0
4.7

100.0

104,063
△ 3,568

1,200
6,000
8,000
4,000
5,000

△ 11,000
6,200
50,000
△ 300
10,314

△ 3,114
△ 329,484

20,499
8,661

△ 151,028
0
0

204,557
△ 250,000
△ 320,000

2.8
△ 3.6
60.0
28.6
36.4
7.8
0.8

△ 91.7
15.9
2.8

△ 14.3
36.8

△ 1.5
△ 21.3

2.7
153.3

△ 58.6
0.0
0.0

189.1
△ 50.0
△ 3.0合　計

歳出
令和８年度

款

款 令和７年度
構成割合

令和８年度 令和７年度
対前年度比較

増減額 増減率

１ 議会費
２ 総務費
３ 民生費
４ 衛生費
５ 労働費
６ 農林水産業費
７ 商工費
８ 土木費
９ 消防費
10 教育費
11 災害復旧費
12 公債費
13 諸支出金
14 予備費

85,823
1,505,756
3,907,967
770,281
2,510

396,114
126,713

1,116,011
532,658

1,059,656
48

706,459
4

30,000
10,240,000

96,489
1,621,481
3,789,257
788,712
1,579

417,080
134,307

1,099,069
493,032

1,428,259
48

660,683
4

30,000
10,560,000

0.8
14.7
38.2
7.5
0.0
3.9
1.2
10.9
5.2
10.4
0.0
6.9
0.0
0.3

100.0

0.9
15.3
35.9
7.5
0.0
3.9
1.3
10.4
4.7
13.5
0.0
6.3
0.0
0.3

100.0

△ 10,666
△ 115,725

118,710
△ 18,431

931
△ 20,966
△ 7,594
16,942
39,626

△ 368,603
0

45,776
0
0

△ 320,000

△ 11.1
△ 7.1

3.1
△ 2.3
59.0

△ 5.0
△ 5.7

1.5
8.0

△ 25.8
0.0
6.9
0.0
0.0

△ 3.0合　計

一般会計款別構成比並びに対前年度比較表

総合計

広報たるい　2026.４ 8広報たるい　2026.４9



ﾃｰﾏ

林業振興事業（拡充）
森林管理・林道維持補修の実施および山林管理組合等が行う林道開設等事業等に対し補助金を交付します。
拡充内容：半兵衛グリーンロード周辺の景観確保（不用木の除去）、菩提山城跡へつながる階段等の整備

移住・定住促進事業（拡充）
広域でのPR活動や、町内での住宅取得者等に対し補助金の交付を行います。
拡充内容：東京圏の大学等から県内企業への就職活動に係る交通費に加え、町内へ移住する際の引越費用の補助を
実施

74,045千円

157,662千円

451千円

2,713千円

59,381千円

2,048千円

3,701千円

24,600千円

10,000千円

288,200千円

25,800千円

37,604千円

256,900千円

316,050千円

70,000千円

6,710千円

29,605千円

6,281千円

44,144千円

15,800千円

12,859千円

項目 事業名・概要・予算額ﾃｰﾏ 項目 事業名・概要・予算額

　　

　　

協
働

協
働

福
祉
・
健
康

教
育
・
文
化

行
財
政
運
営

子
育
て

障
が
い
福
祉

高
齢
福
祉

健
康
・
医
療

学
校
教
育

生
涯

学
習

文
化

行
政
運
営

タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

・
移
住
定
住

防
災
・
減
災

生
活
安
全

土
地
利
用

道
路

上
水
道
下
水
道

環
境

商
工
業

観
光

農
業

林
業

地
域
公

共
交
通

安
全
・
安
心

都
市
基
盤
・
環
境

産
業
・
交
流

地区まちづくりセンター運営事業（継続）
まちづくりセンターの運営および地域のニーズに応じた協議会活動への支援を行います。  
府中地区まちづくりセンター移転改修事業（新規）
府中地区まちづくりセンターを、旧府中幼稚園舎へ移転するための施設改修工事等を行います。
防災行政無線設備機能の充実（拡充）
屋外放送メールおよびLINEに気象情報の自動配信機能を新たに追加します。

土地区画整理支援事業（新規）
土地区画整理事業の促進と健全な市街地形成を図るため、府中清水土地区画整理組合に対して支援を行いま
す。
都市政策立案事業（継続）
本町の特性にあったコンパクトな都市を形成するため、立地適正化計画の策定を行います。

建築物耐震化支援事業（継続）
町内に建築された木造住宅の無料耐震診断、建築物の耐震化等に対して支援を行います。
令和7年度に引続き、木造住宅耐震補強工事費補助金の上限の増額（200万円）、耐震シェルター等設置補助金の
交付を行います。

地域防災力強化事業（拡充）
自主防災組織リーダー研修会の実施や自主防災組織などへの支援を行います。
拡充内容：防災行政無線と防災情報自治会伝達システムの連携による気象情報の自動配信機能追加

幹線道路の整備促進及び安心安全な生活道路の改良事業（継続）
国庫補助事業：垂井綾戸線舗装改良工事等２件
町単独事業：敷原線外道路改良工事（梅谷地区工場用地開発に係る周辺道路整備工事）等６件
道路構造物定期点検・補修事業（継続）
５年毎の橋梁点検の実施および点検結果に基づいた補修等を実施します。
事業箇所：橋梁補修設計業務(追分橋・新井橋)、橋梁定期点検業務(JR跨線橋)
巡回バス運行事業（継続）
JR垂井駅を中心に主要な公共施設や商業施設を結ぶ巡回バス４路線を運行します。
水道施設配水管網の整備・更新（継続）
配水管網の整備、老朽化した配水管等の更新と併せて、主要な管路の耐震化を行います。
公共下水道推進事業（継続）
快適で衛生的な生活環境の整備のため、公共下水道事業計画区域内における管渠整備を実施します。
ごみ処理施設の最適な維持管理（継続）
クリーンセンター炉内耐火物改修工事等を行い、ごみ処理能力の維持を図ります。
プラスチック製容器包装の分別収集等事業（新規）
各地区ごみステーションでのプラスチック製容器包装の分別収集・再資源化処理を行います。

イベント実施団体への助成事業（継続）
住民団体等が企画・実施するイベント等に対して助成金を交付します。
北部幹線農道整備事業（継続）
農道の拡幅および梅谷川の橋梁の設置等を行い、市之尾地内から主要地方道岐阜関ケ原線までの農道を整備し
ます。
ほ場整備事業（継続）
農業の多面的機能を確保するため、平尾土地改良区、岐阜県と連携し、ほ場整備事業を施行します。

「コネクトベース垂井」楽しい地方共創推進事業（拡充）
コネクトベース垂井において、企業支援セミナー、起業相談による伴走型支援、実証実験や事業者マッチング
を通じた事業化促進を行います。
拡充内容：3Dプリンターを活用したワークショップ等の開催

交通安全施設の新設・管理事業（継続）
危険箇所へのカーブミラーや赤色回転灯、注意喚起看板など交通安全施設の設置、修繕を行います。
令和７年度に引続き大型カーブミラーを集中的に点検等し、安全性を確保します。

消防団の充実・強化（拡充）
機動演習・各種訓練を実施して団員の技能向上を促進し、機能別団員を組織した新体制を通じて、団員の負担軽
減を図りながら、消防団員の機動力を強化します。また、消防団の設備等の更新を行います。
拡充内容：機能性を高めた消防団活動服への更新（２カ年事業）、府中分団消防ポンプ自動車の更新

病児保育事業（継続）
町内委託施設（博愛会病院）及び町外提携施設（４市町）において、病児保育事業を実施します。
乳児等通園支援事業（新規）
保護者の就労要件にかかわらず、未就園の乳幼児が一定時間、保育施設を利用できるようにし、こどもの育ち
を支えるとともに家庭の負担軽減を図る「こども誰でも通園制度」を、垂井こども園において実施します。
町立こども園米飯提供事業（新規）
町立こども園において、３歳以上児について給食のご飯を町が提供することにより、保護者が週３回行っていた
主食準備に係る物理的・経済的負担の軽減を図ります。
こども園等LED化改修事業（新規）
対象施設：宮代・表佐・府中・垂井東こども園、子育て支援センターさくらんぼ、いずみの園
妊娠を望む夫婦への支援事業（継続）
体外受精など保険適用となる不妊治療に要した自己負担分の一部を助成します。

高齢者福祉施設LED化改修事業（新規）
対象施設：生きがいセンター、デイサービスセンター

障害者福祉手当支給事業（継続）
身体、精神などに重度の障がいを有する方に対して、障害者福祉手当を支給します。
福祉医療費助成事業（継続）
高校生世代までの子ども（所得制限なし）・障がい者・ひとり親家庭などの医療費を無償化します。
令和８年度は、マイナ保険証を福祉医療費受給者証として利用することができるようシステム改修を行いま
す。
予防接種事業（拡充）
予防接種法に基づく定期予防接種(令和８年度からRSウイルス感染症予防接種を含む)を、町内医療機関等に委
託し実施します。また、任意予防接種(成人風しんワクチン)の費用を助成します。
学校のあり方の検討（新規）
前年度に設置した小中学校あり方研究会の調査研究の結果を基に、広く町民の声を聴きながら、町の学校のあり
方について検討します。
給食費無償化事業（継続）
子育て家庭の教育に係る経済的負担を軽減するため、所得制限なしで、小・中学生の「学校給食費の無償化」を
行います(給食費：小学生5,500円 中学生6,000円（令和８年１月から引上））。
ICT教育環境の充実（継続）
令和７年度に更新した１人１台のタブレット端末を、授業支援アプリやデジタル教科書（小学校は３学年・２教
科分、中学校は全学年・２教科分を配布）、大型ディスプレイ装置等のICT機器と効果的に連動させ、「個別最適
な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図ります。
学校施設LED化改修事業（新規・継続）
対象施設：各小学校校舎(LED化済の東小を除く６校)、各中学校校舎(２校)
ワイワイプラザ垂井にぎわい創出事業（継続）
ワイワイプラザ垂井での各種行事の実施などによりまちのにぎわいを創出します。
美濃国府跡公有地化事業（継続）
国史跡美濃国府跡の公有地化を進めます。
菩提山城跡総合調査事業（拡充）
菩提山城跡（岩手）の国指定史跡を目指すため、発掘調査等を行います。
第７次総合計画策定事業（新規）
第６次総合計画の実施状況の検証及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえ、これからの垂井町のまち
づくりの基本構想及び計画の策定に取り組みます。 

西美濃地域メタバース(仮想空間)相談室事業（新規）
ひきこもりや社会的孤独を感じている方とその家族等を対象に、インターネット上の仮想空間「メタバース」
を活用した相談支援事業を広域で行います。

長寿お祝い商品券発行事業（継続）
長寿フェアの対象年齢者（80歳以上）等に対して、長寿お祝い商品券（喜寿、80歳以上：1,000円分／１人、
米寿：2,000円分／１人、白寿：4,000円分／１人）を贈ります。

6,500千円

15,846千円

3,187千円

1,736千円

843千円

5,767千円

2,252千円

112千円

22,000千円

285,678千円

84,603千円

173千円

110,000千円

48,083千円

11,348千円

25,764千円

70,901千円

11,535千円

10,172千円

11,982千円

令和８年度当初予算における主要事業（抜粋）

※詳細は、町ホームページをご覧ください。
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対　象

給付金額

配布方法

配布期間

利用可能
店　　舗

使用期間

※町商工会発行の垂井町プレミアム商品券とは異なりますのでご注意ください※

「垂井町生活者支援商品券」取扱店舗を募集します

店舗向けの説明会を開催します

基準日（令和８年３月31日）において垂井町
の住民基本台帳に記録されている人

１人につき、7,000円（1,000円券×７枚綴）
※おつりは出ません

ゆうパック（世帯ごとにまとめて発送）

５月25日（月）～３週間程度
（家庭毎に郵送時期が異なります）

町内の店舗を幅広く公募（町HPで随時更新
掲載）
※たばこやプリペイドカードなどには使用
できません

５月25日（月）～ 11月30日（月）

※主要事業（抜粋）に記載のある事業を含みます。

※実施時期は変更になる場合があります。詳細は、後日、広報・ホームページ等でお知らせします。
※予算額が「ー」となっている箇所は、他事業と事業費が合算されています。

問 産業課 垂井町生活者支援商品券対策チーム　☎22-7515

物価高騰対策として全町民に7,000円分の商品券を配布します

食料品などの物価高騰が続く中、町民のみなさんの家計を支援するとともに、町内経済の活性化を図るため、国の重点
支援地方創生臨時交付金を活用し、町内の対象店舗で利用できる「垂井町生活者支援商品券（7,000円分）」を配布します。

取扱を希望する店舗は、募集期間中に手続きをお願いし
ます。
▶募集期間／４月１日（水）～24日（金）
　（4/25以降随時受付可。ただし、各家庭に
配布する取扱店舗一覧表には記載されま
せん）

▶募集方法／二次元コード（書面提出希望の
場合は、産業課までお尋ねください）

▶注意点／この商品券には使用できない対象があります。
　（例）金融商品、たばこ、商品券、プリペイドカード、切手、

印紙、租税公課

▶と　き／４月15日（水）　午後２時から
▶ところ／文化会館　小ホール

問 産業課　商工観光係　☎22-7515

垂井町ビジネス拠点施設「コネクトベース垂井」
使用料が令和８年４月１日から変わります！

スペース名

コワーキングスペース

クラフトスペース

セミナースペース

ミーティングルーム①

ミーティングルーム②・③

1,650円（１人あたり日額）

1,650円（１人あたり日額）

1,650円（１人あたり日額）

1,650円(１部屋あたり１時間)

550円(１部屋あたり１時間)

150円(１人あたり１時間)

400円(１部屋あたり１時間)

500円(１部屋あたり１時間)

350円(１部屋あたり１時間)

250円(１部屋あたり１時間)

変更前 変更後

みなさんのご意見にお応えし、コネクトベース垂井の使用料を変更します。
「短時間だけ集中して仕事や勉強をしたい」「もっと気軽に会議室を使いたい」といったニーズに寄り添い、地域の交流
活性化を目指します。
■ 各部屋の使用料は以下のとおりです。

▶予約・問合わせ／詳細は、町ホームページをご覧ください。

１　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用事業

２　竹中半兵衛公ゆかりの地 多分野連携事業(実施時期順)

令和７年度３月補正
予算

令和８年度予算

185,205千円

12,600千円

3,187千円

10,695千円

1,092千円

5,767千円

1,300千円

区分 事業名・概要・交付金充当額

令和8年12月

令和8年秋頃

ー 千円

ー 千円

26千円

4,092千円

5,000千円

10千円

118千円

6,759千円

ー 千円

ー 千円

時期(予定) 事業名・概要・予算額

※全て税込価格です。

令和８年度分野横断的に実施する事業

環境保全活動支援金交付事業（物価高騰分）
農業者が利用する西濃用水の揚水機の電気料金について、物価高騰相当分を増額し、農業者の負担
を軽減します。

観光景観林整備事業（半兵衛グリーンロード）
半兵衛グリーンロード周辺の不要木を除去し景観を確保するとともに、菩提山城跡へつながる階段
等を整備します。

生活者支援商品券給付事業
物価高騰の影響を受ける町民への生活支援を通し、地域経済の活性化を図るため、全町民に対し、
町内で使用できる7,000円分の商品券を給付します。
実施時期　令和８年５月～
ごみ袋無償配布事業
物価高騰の影響を受ける家庭を支援するため、全世帯に向け、ごみ袋（可燃ごみ用ごみ袋10枚・
プラスチック製容器包装用ごみ袋10枚）の無償配布を行います。
実施時期　令和８年７月～
町立こども園米飯提供事業
保護者の負担軽減と物価高騰の影響を受ける子育て世帯を支援するため、町立こども園において、
３歳以上児について、給食のご飯を町が提供します。
小中学校給食費無償化事業（物価高騰分）
物価高騰に伴う食材費の増加に伴う給食費の引上げ分についても、無償化の対象とし、小中学生の子
どもを養育する家庭の教育に係る経済的負担を軽減します。
不破高校スクール線運行補助金交付事業（物価高騰分）
地元高校を利用する生徒の支援のため、当該路線の運行会社への補助について物価高騰相当分を増
額し、利用者の運賃負担の増加を抑制します。
長寿お祝い商品券発行事業
地域社会の発展に貢献された高齢者に対する祝意を表するとともに、買い物による外出機会の創出
と、地域経済の活性化、高齢者等への支援などの観点から、長寿フェアの対象年齢者（80歳以上）等に
対して、長寿お祝い商品券を贈ります。

令和8年7月

令和8年8月

令和8年8月上旬～
10月上旬

令和8年9月1日～
10月31日

令和8年夏頃

令和8年11月

令和8年9月

子ども歴史教室「竹中半兵衛を知る！見る！触れる！」
小学生を対象に、竹中半兵衛のお墓をめぐり、竹中半兵衛関連資料や菩提山城跡の発掘出土品につ
いて学ぶ講座を開催します。

令和8年６月頃 「大河ドラマ」で使用された甲冑の特別展示
竹中半兵衛、豊臣秀吉・秀長の甲冑等を岩手地区まちづくりセンターに展示します。

菩提山城跡歴史講演会
菩提山城跡発掘調査検討委員会委員による菩提山城跡発掘調査の成果についての歴史講演会を開
催します。
第61回企画展「竹中と豊臣」
大河ドラマ「豊臣兄弟！」の時代に関わる垂井の戦国時代関係の展示を行い、学芸員によるギャラ
リートークを実施します。

企画展関連講演会
三木市学芸員を招き、企画展示に関する講演会を開催します。
菩提山を制覇せよ！菩提山ウォーク
菩提山城跡ハイキングコース巡りの達成者に記念品を進呈します。

広域的戦国武将観光事業
地域観光資源を活用した歴史講演会、体験型イベント等を実施します。

菩提山城跡発掘現場見学会
学芸員とともに菩提山城跡ハイキングコースを登り、山頂の発掘現場の様子を見学します。
菩提山城跡発掘調査現地説明会
最終年度となる発掘調査の成果について現地で説明会を開催します。
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